
今年の３月に閉校を迎えた旧大原小学校で、11月９日に
大原地区運動会が開催されました。昨年までは小学校の運
動会と合同開催していた地区運動会。大原地区公民館長
の石原健二さんは「小学校が閉校したが、地域のために
今まで通り運動会を開催することに決めた。今後は、大
原出身のOBOGにも参加を呼びかけたい」と語りました。

フォトニュース

11月16日、サンドームおおねじめで「錦江町いきいき秋まつり」が開催されました。新
鮮な野菜や黒毛和牛などを求め、多くの来場者で賑わいました。南大隅高校書道部に
よるパフォーマンスや毎年恒例のお楽しみ抽選会、商工会青年部によるちびっこ大声
選手権などの催しも行われ、子どもから高齢者まで楽しめるイベントとなりました。

新鮮野菜  町内産黒毛和牛ずらり

いきいき秋まつり  大盛況

来場者数は 1,000 人を超え、畜産振興会による牛肉の販売は１時間で完売するほどの盛況ぶ
り。お楽しみ抽選会では米や肉などの特産品の他、白玉醸造の焼酎も賞品として並びました。
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丹野智文さんは、宮城県仙台市在住の 51 歳。日本だけでなく
世界各国を飛び回り、認知症に関する講演活動を行っています。

閉校した旧大原小に活気戻る

大原地区運動会　今年も開催

認知症当事者　丹野さんから学ぶ

認知症の方とどう関わるか？

田代中２年の宮田夏
か ほ

穂さんは「大原のみんなで集まる機会はあま
りないので、これからも運動会は続いてほしい」と話しました。

39歳で若年性アルツハイマー型認知症と診断され、認知症
当事者の思いを発信し続ける丹野智文さんとの交流会が大
根占小学校で行われました。大根占小と田代小の４年生が
参加し、対話形式で進行。大根占小４年の岩城芽

めぶき

吹さんは
「認知症の方には優しくしなきゃとは思っていたが、丹野さ
んの話を聞いて優しく接する方法がわかった」と語りました。

まちの話題をピックアップ
Kinko Town Pickup Photonews

11 月６日、鎌田広文教育長による「月と星の観察会」が
行われ、町内の小学生と保護者約 10 名が参加しました。
総合交流センター３階のテラスに設置した天体望遠鏡で
月と星を観察した子どもたち。この日の前日は、今年最
も地球に近い最大の満月「スーパームーン」の日だった
ため、美しい満月をじっくり観察することができました。

11 月 13 日に予定されていた法輪保育園幼年消防クラブによる
防火パレードは、雨天のため中止となりました。

スーパームーンと土星を観察

教育長から学ぶ「月と星の観察会」

秋の全国火災予防運動で火災予防啓発

幼年消防クラブが防火パレード
11月12日に田代幼稚園・田代こども園の園児が火災の発生
しやすい季節を前に防火パレードを実施しました。田代支
所から田代中央運動場まで、揃いの法被姿で行進した子ど
もたち。拍子木を手に、沿道の住民に向け「火の用心マッチ
１本火事のもと」と大きな声で呼びかけました。乾燥する日
が増えてきますので、火の扱いには十分気をつけましょう。

大根占小６年の宮内瑛
え い た

多さんは「月のくぼみがはっきり見えてびっ
くりした。教科書に載っているものと同じ」と笑顔を見せました。

総合交流センターで「戦没者・殉職者合同追悼式」が開催され、
遺族や関係者など約30名が参列しました。献花台に菊の花
を手向け、黙とうを捧げた遺族の方々。お父様を戦争で亡
くした皆倉和子さんは「父は私が産まれる前に戦争に行っ
てしまった。私が産まれたという知らせは届いていたみた
い。自分が元気なうちは、毎年参列したい」と語りました。

本植樹祭のテーマは 108 点の応募の中から、錦江中２年畠中胡
こ は ね

羽
さんの「木を植えて 減らせる災害 増やせる笑顔」に決定。
森林・林業功労者表彰では、本町の永吉辰夫さん、中松茂さん、
満留満穗さんが受賞しました。

戦後 80 年　後世に語り継ぐことが使命

戦没者・殉職者合同追悼式を開催

「稲尾岳みどりの少年団」大活躍

森林を未来へつなぐ  おおすみ植樹祭
11 月 8日、サンドームおおねじめで「令和７年度おお
すみ植樹祭」が開催され、大隅地区の林業関係者や漁業
関係者など約 200名が参列しました。式典では各種表
彰や本町の稲尾岳みどりの少年団によるスローガン案
の朗読などが行われ、式典終了後には参列者全員でタ
ブノキやクヌギなどをサンドームの裏に植樹しました。

戦争が終わり今年で 80 年。今の平和な暮らしが、多くの犠牲
の上に築かれていることを後世に伝えていく必要があります。
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まちの話題をピックアップ
Kinko Town Pickup Photonews

11 月 23 日、池田わけぇもんの会が主催する「第１回旗
山夜市」が旗山神社で開催されました。イチョウがライ
トアップされた境内では、大隅竜神太鼓による演舞と池
田神舞保存会や神舞保存会による神舞奉納の舞が披露
され、多くの観客を魅了しました。沿道には町内外から
８店舗の飲食店が軒を連ね、大盛況で幕を閉じました。

錦江町在住の冨尾龍平さんがロングコースで第
２位に入賞。「錦江町の自然を感じながら走れて
最高だった」と語りました。（写真左）

イチョウライトアップ×神舞×夜市

旗山夜市　大賑わい

第 12 回錦江町でんしろうトレイル開催

秋色に染まった山中を駆け抜ける
第12回錦江町でんしろうトレイルが11月23日に開催され、
約160名が参加しました。花瀬自然公園石畳をスタートし、
荒西山、大尾岳、八山岳を走るロングコースは全長約39
㎞。途中、半下石公民館に設置されたエイドステーション
では、半下石おたすけ隊の方々によるおにぎりや豚汁など
のおもてなしが行われ、選手たちの疲れを癒していました。

池田わけぇもんの会会長の近藤浩平さんは「池田に多くの人が集まり、
この土地の魅力を住民が感じられるお祭りにしたい」と語りました。

鹿児島県立南大隅高等学校の創立100周年記念行事が11月
15日に開催され、本町出身の舞原満博さんが記念講演を行
いました。舞原さんは昭和45年に田代高等学校農業科を卒
業され、現在は京都市在住。これまでの会社経営の経験など
をもとに「好きな道を見つけることが大事。目標を決めたら、
自分を信じて歩み続けて」と在校生にエールを送りました。

鎌田広文教育長は「大いにドキドキしながら舞台に立ち、自分
なりに一生懸命発表してほしい」と開会の挨拶を述べました。

南大隅高校創立 100 周年記念行事

卒業生舞原満博さんによる講演

錦江町と南大隅町で合同開催

記念すべき 第１回小中合同音楽会
錦江町と南大隅町の９つの小中学校の児童生徒約 230
名が一堂に会して、「第１回錦江町・南大隅町小中合
同音楽会」が開催されました。両町で音楽会を合同開
催するのは今回が初めて。この日のために練習を重ね
てきた子どもたちは、保護者が見守る中、緊張しなが
らも堂々と歌や合奏を発表する様子が見られました。

舞原さんは脳梗塞を２度患ったことがきっかけとなり、徒歩での日
本一周に挑戦。旅を通して、心の底からの幸せに気づいたそうです。

11 月 30日、地域活性化センター神川で「海との暮らし、
あおのクラフトマルシェ」が昨年に引き続き、開催され
ました。ハンドメイド通販サイトC

ク リ ー マ

reema を通じて出展
者を募集し、全国から 20組以上のクリエイターが集結。
各ブースにはアクセサリーや小物など手作りの一点もの
が並び、子ども向けのワークショップも行われました。

ハンドメイドの作品がずらり
海との暮らし、あおのクラフトマルシェ

地域の見守り　ありがとうございました

民生委員７名が任期満了により退任
地域の見守り役として社会福祉に貢献していただいた
７名の民生委員が、11 月 30 日付で退任されました。平
成 25 年から 12 年間民生委員を務め、今回退任された
松原村子さんは「民生委員として様々な人に出会えた
ことが貴重な財産となった。楽しい思い出ばかり」と
語りました。新たなメンバーは次号で紹介いたします。

クリエイターの方々に錦江町への移住や二拠点生活を考えてもらう
きっかけになればという想いでスタートしたマルシェ。今年で２回目。

【上段左から】添田町子さん　濵田ひとみさん　山脇みや子さん
【下段左から】水流江美子さん　山下千惠子さん　松原村子さん
【右上】野口るり子さん

11月３日、錦江町文化祭・生涯学習推進大会が文化セ
ンターで開催され、舞踊やコーラス、合奏、ダンスな
ど、日頃の練習の成果が披露されました。出演者の皆さ
んの熱意あふれる発表に、客席からは大きな拍手が。総
合交流センター２階には写真や書道、絵画、児童生徒の
作品などが展示され、多くの来場者を魅了していました。

芸術の秋を堪能した「文化の日」

文化祭・生涯学習推進大会   開催

芸術の秋を大いに感じた文化祭・生涯学習推進大会。文化継承の一
役を担っている皆さんのさらなるご活躍をお祈り申し上げます。

通学路のボランティア清掃は年２回実施。川原地区の自治会長や体
育部長が中心となり、通学路や植栽箇所の草払いを行っています。

桜の名所になる日を願って

川原地区公民館　桜の植栽
川原地区公民館が 11 月 16 日、雄川の滝上流側展望
所に向かう町道の沿線に、桜の植栽を行いました。勇
壮な滝を眺める桜の名所として、子どもたちが将来に
渡って誇れる場所を作ろうと、令和３年度から桜の
植栽に取り組んでいます。この日は小中学生８名が
参加し、通学路のゴミ拾いや清掃活動も行いました。

まちの話題をピックアップ
Kinko Town Pickup Photonews
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